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【授業の概要・到達目標】 

医療の発展や国の政策等（ゲノム医療、チーム医療、在宅医療など）により、臨床検査技師や臨床工学技士を取り巻く環境

は大きく変化しつつあり、今後の臨床検査技師には検査データの動的解釈が求められる。本講義では、病態把握に重要な生

化学・免疫学的検査の基礎と臨床応用を学び、実践につながる力を養う。 

生化学・免疫学的検査の原理・方法に加えて、異常値、臨床的意義、生理的変動要因を学び、検査データの時系列変化や関

連項目を含めた検査データの読み方を学修する。 

具 体 的 な 到 達 目 標 
ディプロマポリシーとの対応 

1 2 3 4 5 6 

１．生化学・免疫学的分析法の原理・方法を説明できる。 〇      

２．各分析法の基準範囲と異常値を答えることができる。  〇      

３．各分析法の臨床的意義を説明できる。 〇  〇   〇 

４．各分析法の分析上および生理的な変動要因を挙げることができる。 〇  〇   〇 
 

【授業の内容】 

1 分析機器と生物化学分析法（生化学的検査の基礎と定量検査法の原理、各種臓器機能検査法と臨床的意義）

（疾病と機能検査） 

2 無機質の検査（測定法と臨床的意義） 

3 糖質の検査（測定法と臨床的意義）（持続皮下グルコース測定を含む） 

4 脂質の検査（測定法と臨床的意義） 

5 蛋白質の検査（測定法と臨床的意義） 

6 非蛋白性窒素成分の検査（測定法と臨床的意義） 

7 生体色素の検査（測定法と臨床的意義） 

8 酵素の検査（測定法と臨床的意義）  

1 

2 

3 
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9 薬物・毒物の検査（測定法と臨床的意義）  

10 骨代謝の検査（測定法と臨床的意義）  

11 ホルモンの検査（測定法と臨床的意義）  

12 腫瘍マーカーの検査（測定法と臨床的意義）  

13 抗原抗体反応による分析法（免疫学的検査法）  

14 免疫検査の基礎知識と技術  

15 免疫機能検査  

【アクティブラーニングの内容・その他の工夫】 

Ａ：知識の定着・確認 〇 小テストによる自己評価 ・毎回の講義の始めに前回の講義内容

に関する小テストを行い、知識の定

着・確認をする． 

・講義の後半では実臨床での症例をも

とにした課題に対して、学習した内容

に照らし合わせて議論し、課題解決を

する。 

Ｂ：意見の表現・交換 〇 
症例の検査結果を用いたブレインストーミ

ング 

Ｃ：応用志向   

Ⅾ：知識の活用・創造 

  

【時間外学修の内容と時間の目安】 

準備学修 教科書の内容を予習する (30ｈ)。 

事後学修 講義で習った範囲を復習し小テストに備える (30ｈ)。 

 



 

【教科書】 

・戸塚実、奥村伸生、浦山修、松下誠、浦山修、山内一由、大川龍之介（編集）『最新臨床検査学講座臨床化学検査学（第3

版）』医歯薬出版株式会社、2024年、ISBN:978-4-263-22396-3 

・窪田哲朗、藤田清貴、細井英司、梶原道子（編集）『最新臨床検査学講座免疫検査学』医歯薬出版株式会社、2017年、ISBN:978-

4-263-22369-7 

【参考書】 

・医療情報科学研究所（編集）『クエスチョン・バンク 臨床検査技師国家試験問題解説』メディックメディア 

ISBN978-4-896-32839-4 

【成績評価方法及び評価の割合】 

評価方法 割合 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

小テスト ２０％ 〇 〇 〇 〇 

期末試験 ８０％ 〇 〇 〇 〇 
 

【注意事項】  

【備 考】 

教員の実務経験の有無 ○  

教員の実務経験 加藤（臨床検査技師）、文室（臨床検査技師） 

教員以外で指導に関わる実

務経験者の有無 
× 

 

教員以外の指導に関わる実

務経験者 

 

実務経験をいかした 

教育内容 

臨床経験を基にして、実臨床で重要となるポイントを盛り込んだ模擬症例

の検査結果を制作し、ブレインストーミング課題として使用する。 

授業形態 対面 

 

 


